
『皮膚科特定疾患指導管理料』

・当院では、下記の疾患に罹患している患者様に対して、計画的な医学管理を継続して行い、
　療養上必要な指導を行った場合に月１回に限り、皮膚科特定疾患指導管理料ⅠまたはⅡを算定します

・当院では、患者様の状態に応じ、「２８日以上の長期処方を行うこと」「リフィル処方箋を発行すること」の
　いずれの対応も可能です。

尚、長期処方やリフィル処方箋の交付が、対応可能かは病状に応じて医師が判断致します

天疱瘡、類天疱瘡、エリテマトーデス、紅皮症、尋常性乾癬、掌蹠膿疱症、先天性魚鱗症、類乾燥、
扁平苔癬、結節性痒疹及びその他の痒疹（慢性的で経過が１年以上のもの）

帯状疱疹、蕁麻疹、アトピー性皮膚炎（１６歳以上で外用療法を必要とする場合）、尋常性白斑、
円形性脱毛症、脂漏性皮膚炎

※

おおた皮膚科クリニック

皮膚科特定疾患指導管理料Ⅰ

皮膚科特定疾患指導管理料Ⅱ



『電子的診療情報連携体制整備加算２』

当院は、電子的診療情報連携体制整備加算2の厚生労働省が定める施設基準を満たしており、　

初診時に月１回（９点）、再診時に月１回（２点）所定点数を算定しています。

≪ 当院では、質の高い医療を提供するため以下の体制を整備しております≫

1 ：オンライン請求をおこなっています

2 ：オンライン資格確認を行う体制を有しています

3 ：オンライン資格確認等システムにより取得した診療情報（受診歴、薬剤情報、特定健診情報等）
を活用して診療を行っています
　

4 ：電子処方箋の発行体制を整備しています

5 ：算定した診療項目の名称およびその点数または金額を記載した明細書を無料で交付しています

6 ：マイナ保険証の利用を促進し、医療DXを通じて質の高い医療の提供に取り組んでいいます

7 ：患者様の健康管理に関する相談に対応する体制を整備しています

※ 当医療DX促進体制に関する事項及び診療情報の取得、活用について、院内掲示およびホームページ　
への掲載を行っています。

※ 令和８年５月３１日まで医療DX推進訂正整備加算１を算定 (廃止）
令和８年６月１日の診療報酬改定から、電子的診療情報連携体制整備加算２を算定　　　

おおた皮膚科クリニック



『外来・在宅物価対応料』

令和８年度の診療報酬改定に伴い、医療機関における光熱費、医療材料費等の物価高騰対応するため

「物価対応料」が新設されました。

当院では、医療提供体制を維持し、継続的に安全で質の高い医療を提供するため、厚生労働省の定めに　
基づき、令和８年６月の診療報酬改定から本対応料を、初診時（２点）、再診時（２点）算定しております。　

おおた皮膚科クリニック



『外来・在宅ベースアップ評価料Ⅰ（継続的に賃上げ）』

本評価料は、医療従事者の処遇改善（賃金引上げ）を目的として、令和６年度の診療報酬改定で　

新設された診療報酬上の評価料です。

令和８年６月の診療報酬改定からは本評価料を、初診時（２３点）、再診時（６点）算定しております。

本評価料により得られた収入は、厚生労働省の定めた施設基準に基づき、全額を医療従事者（看護師、
医療事務、４０歳未満の勤務医）の賃金改善に充当いたします。
　

医療スタッフの適切な待遇確保と、より質の高い医療サービスを提供するための取り組みとなります。

おおた皮膚科クリニック
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